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【総合計画とは？】

第6次 豊浦町総合計画策定審議会
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【総合計画とは？】

自然を大事にする
“まち”にしたい

安心して暮らせる
“まち”にしたい

にぎわいのある
“まち”にしたい

子育てしやすい
“まち”にしたい

市民活動が盛んな
“まち”にしたい

総合計画とは、

• 私達が住む“まち”をどんな“まちにするのか、まちの将来像を示し、

そのためにだれが、どんなことをしていくのかを、総合的・体系的にまとめたもの

⇒ 町のインフラ、医療福祉、環境等といったすべての計画の基本となるもの

いわば

町のまちづくりを

進めていくための

「道しるべ」「憲法」
※インフラ：学校、病院、道路、公営住宅、公共交通、上下水道などの、社会的経済・生産基盤を形成するものの総称



インフラ、医療福祉、環境等の施策・事業を実施

地域新エネルギービジョン
バイオマスタウン構想

ごみ処理基本計画
分別収集計画

障がい福祉計画
障がい者基本計画

森林整備計画
鳥獣被害防止計画

次世代育成支援
地域行動計画

豊浦町子ども読書活動
推進計画

総合計画は、すべての分野の

計画の上位に位置づけられる

豊浦町過疎地域自立促進市町村計画
(平成28年度～平成32年度)

地域公共交通
総合連携計画 健康とようら21

地域福祉計画
高齢者保健福祉計画
介護保険事業計画

住生活基本計画・
公営住宅等長寿命化計画

豊浦町総合計画
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【総合計画とは？】

※インフラ：学校、病院、道路、公営住宅、公共交通、上下水道などの、社会的経済・生産基盤を形成するものの総称
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【総合計画とは？】

目指す“まち”の将来像 ～キャッチフレーズ～

第6次豊浦町総合計画
（平成30年度～平成39年度）

豊かな自然と産業が好循環し、”元気”と”安心”のあるまちづくりおよそ10年単位でこれまで計画・実施

第5次豊浦町総合計画
（平成20年度～平成29年度）

豊浦町人口ビジョン・総合戦略
（平成27年度～平成31年度）
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【総合計画とは？】

ただし、人口ビジョン及び総合戦略と並列に位置づけられ、

より重点的な地方創生・人口減緩和に関わる施策を掲げたものを「人口ビジョン・総合戦略」、

町政全体の施策を体系化したものを「総合計画」と区分

第5次総合計画期間内に策定された
各種個別計画

第6次総合計画に基づく
各種個別計画

第5次
豊浦町総合計画
（～平成29年度）

第6次
豊浦町総合計画
（～平成39年度）

豊浦町
人口ビジョン・総合戦略
（平成27～31年度）

重点施策を絞り込み
重点施策の推進と
その他施策の見直し第6次豊浦町総合計画の位置づけ

豊浦町過疎地域自立促進市町村計画
（平成28～32年度）
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【策定に向けて】

地方自治法第２条第4項に規定 豊浦町総合計画策定審議会条例

町の総合計画に関し必要な調査及び審議を行わ
せるため豊浦町総合計画策定審議会を置く

基本構想は議会の議決を経なければならない

市町村の独自の判断に委ねられることに

昭和43年制定

総合計画策定の根拠

平成23年廃止

平成30年度からの「第6次豊浦町総合計画」策定を行うことで、
「豊浦町人口ビジョン及び総合戦略」の内容を継続的に実行し、

豊浦町における「地方創生」に向けた取組みを推進させる必要があると考えられる。



7

第6次 豊浦町総合計画策定審議会

町民の参加・参画により素案作成

総合計画審議会での検討

庁内での検討・計画決定

・一般公募委員も含めた12名（平成29年2月～）
※最終的に「答申」をとりまとめ。

・平成29年１月～

市民
参加

ＨＰ掲載
広報とようら
等でお知ら
せします！

【策定に向けて】

・町民アンケート（総合戦略策定に向け、平成27年6～7月に実施済）

※豊浦町在住の20歳以上の町民1,400名を対象

・小中学生との意見交換会（平成29年2～3月ごろ予定）

・総合計画シンポジウム（小中学生との意見交換会後に開催）
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【一般的な総合計画の内容構成】

初
年
度

2

年
目

3

年
目

4

年
目

5

年
目

6

年
目

7

年
目

8

年
目

9

年
目

10

年
目

10年

(前期)
5年

(後期)
5年

（4次）
2年

（2次）
2年

（1次）
3年

（3次）
3年

基本構想

実施計画

基本計画

将来のまちの姿とまちづくりの目標

目標を実現するための政策と施策

具体的な施策・事業の内容

一般的に、住民から
意見をいただいて策定（計画期間 10年）

（計画期間 5年）

（計画期間 2～3年）

用語 解説（総務省「政策評価の実施に関するガイドライン」を元に編集）

政策 特定の行政課題に対応するための基本的な方針の実現
を目的とする行政活動の大きなまとまり

施策 「基本的な方針」に基づき、「政策」を実現するための具体
的な方策や対策

事業 「具体的な方策や対策」を具現化するための個々の行政
手段であり、行政活動の基礎的な単位



9

【豊浦町の現状と将来想定】

第6次 豊浦町総合計画策定審議会
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【総合計画策定のための現状分析とは】

項目 内容

人口
 総人口の推移（実績、将来推計）

 人口動向

経済
 行財政

 労働力

 産業収入

生活
環境

 子育て・教育環境

 医療・福祉環境

総合計画は、すべての分野の計画の上位に位置づけられるもの

すべての分野について、町の状況を網羅的に把握し、

どのような町の将来像を目指すのかを検討していく資料が必要
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【豊浦町の現状と将来：人口】

 総人口の推移
（実績、将来推計）

 豊浦町の人口は、2016年12月末で4,153人（1960年の約40％）

 特に、年少人口及び生産年齢人口の減少が顕著で、老年人口は、2010年
の時点では3人に1人。

 豊浦町の人口減少は自然減＋社会減。

 豊浦町人口ビジョンにおいて、出生率と
社会増減の目標の達成に向けた施策を
推進して人口減少を抑制する目標を
立てている。
2060年時の人口：
⇒このままだと1,686人（今の約39％）
⇒2,847人を目指す（今の約66％）

 人口動向  豊浦町の社会動態（転入－転出）は、伊達市及び札幌市との間での転出
入が多く見られる。
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豊浦町の人口の将来展望

パターン１（社人研推計準拠）

豊浦町人口の将来展望
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【豊浦町の現状：行財政】

 行財政  収支は取れているものの、財源に余裕がない状況であり、財政に占める公債費の割合が類似団
体平均よりも高い。

 公務員は、全国的にも平均的な給与水準となっているが、人口に対する職員数及びその人件
費・物件費などは低く、最低限の体制での行政運営がなされている。

【財政力指数＝財源の余裕】

自治体独自に集められる収入

インフラの維持等に必要と想定される費用

【実質公債費比率＝借金返済に追われているかどうか】

毎年、借金返済に充てる費用

1年間に掛かる費用全体

【ラスパイレス指数＝公務員給与が高いか安いか】

地方公務員給与額

国家公務員給与額（≒全国水準）
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【豊浦町の現状：産業と生活環境】

 労働力  豊浦町の主産業は農業・漁業。ただし、それら従事者は、60歳以上が30％を超え高齢化。

 労働力人口は、西胆振の中でも、比較的若い労働者の割合が高い。

 ただし、若い世代の完全失業率が高く、若い世代が多いのに、働けていない人が多い状況。

 産業収入  豊浦町民の所得は、約半分が他地域で稼いだもの。

 豊浦町の一人当たりの収入は、西胆振の中で、第2･3次産業は最も低いが、第1次産業
では最も高い。

 雇用者所得は、全体で308万円（全国1,741市区町村中1,493位）となっている。

 子育て
・教育環境

 人口に対する保育所・学校数は、西胆振の中で多く、人口が少ない割に施設数がある。

 医療
・福祉環境

 人口に対する医療施設数は、西胆振の中で平均的。

 人口に対する老人福祉施設数は、西胆振の中で多く、人口が少ない割に施設数があるが、
医療従事者数は少ない状況である。

人口が減れば、産業は
さらに縮小し、税収も減少

税収が減れば、生活サービスも
サービス量の維持が困難な状況に

さらに人口が
減る悪循環
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【今後、豊浦町が置かれる社会情勢】

海外需要の拡大
（インバウンドの増加）
（海外からの投資）

環境配慮型社会
再生可能エネルギー

の需要拡大

安心・安全重視

少子高齢化の進展
価値観やライフスタイル

の多様化

高度情報化や
技術革新の高速化
（SNSやビッグデータ）

（IoT技術）

公共サービスの変革
（地方分権や地方創生）
（官民連携や広域連携）
（公共サービスの民営化）

大規模災害の可能性
交通インフラの整備
（北海道新幹線延伸）
（道央自動車道延伸）

市民投資型経済
（ふるさと納税）

（クラウドファンディング）
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【計画策定のポイント】

第6次 豊浦町総合計画策定審議会

（審議内容）



みんなでがんばること
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【今後の取組みにおいて重要な考え方】

厳しい財政状況

財政状況を改善し、
自立した町政を行うためには・・・

「税収を増やす」こと 「歳出を減らす」こと

みんなが「工夫して稼ぐ」 みんなが「行政に頼らなくてもよくなる」

 協力・連携による新しい動き など  健康・経済的自立 など

行政の役割

新たにがんばろうと
することに投資

どうしても自立できない
人の支援・補助

サービスを効率化し、必要最低限の量で、質の高いサービスを提供



「まちづくりの目標」や
施策・事業に細かく
数値目標を設定

重点的な施策について、
きっちりと管理できる
数値目標を設定

どの分野も
同じレベルで記載

網羅して記載するが、
メリハリをつけ、重点的な
分野に比重を置く
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【まず最初に決めておきたいこと】

①誰が主体の計画？
②これまでの計画と同じ？

変える？

④どのように進行管理する？
（管理する数値目標の設定）

③どの程度網羅する？

計画策定における
4つの重要なポイント

社会の変化に対応し、より町民や役場職員に、身近でわかりやすい内容となるように

全体的に継承
継承する部分もあるが、
基本的にこだわらず
より町民で共有しやすく

計画における主語は？

行政のみ 行政＆町民＆議会
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【第6次豊浦町総合計画の構成（案）】

初
年
度

2

年
目

3

年
目

4

年
目

5

年
目

6

年
目

7

年
目

8

年
目

9

年
目

10

年
目

10年

(前期)
5年

(後期)
5年

（4次）
2年

（2次）
2年

（1次）
3年

（3次）
3年

基本構想

実施計画

基本計画

将来のまちの姿とまちづくりの目標

目標を実現するための政策と施策

具体的な施策・事業の内容

（計画期間 10年）

（計画期間 5年）

（計画期間 2～3年）

今後の社会の変化に柔軟に対応するため、
具体的な施策・事業を盛り込む実施計画は策定せず、

各分野の個別計画で対応
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【今後の審議会の進め方】

第6次 豊浦町総合計画策定審議会
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第6次 豊浦町総合計画策定審議会【今後の審議会の進め方】

回 時期（予定） 想定する協議目的 想定する資料概要

1
平成29年

2月6日（月）

15:30～17:30

 第6次総合計画の構成についての審議

 第5次豊浦町総合計画説明資料

 豊浦町人口ビジョン及び総合戦略説明資料

 第6次総合計画構成案説明資料

2
平成29年

6月26日（月）

15:30～17:30

 基本構想（将来像と方向性）に対する審議

 基本構想（骨子）に対する審議

 現状整理資料

 現行事業に関する整理資料

 小学校高学年・中学生との意見交換及び
シンポジウムを踏まえた、豊浦町が目指す
将来像及び方向性案説明資料

 基本構想（骨子）

3
平成29年

９月４日（月）

15:30～17:30

 基本構想（素案）に対する審議

 基本計画（骨子）に対する審議

 基本構想（素案）

 基本計画（骨子）

4
平成29年

10月23日（月）
15:30～17:30

 基本計画（素案）に対する審議  基本計画（素案）

5
平成30年

2月  基本計画（案）に対する審議  基本計画（案）


